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TOPICS
開
校
式 

ー

　

2
0
2
5
年
10
月
16
日（
木
）、時
お
り
雨

が
降
る
中
開
校
式
を
行
っ
た
。

　

篠
笛
（
森
田
玲
・
玲
月
流
初
代
）
の
奏
楽

で
始
ま
り
、
式
辞
と
し
て
香
川
孝
三
校
長

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）が
、コ
ー
ス
の
意
義

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
受
講
生
を
激
励
し

た
。
小
原
克
博
名
誉
校
長（
同
志
社
大
学
学

長
）
は
「
日
常
か
ら
離
れ
た
非
日
常
の
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
で
自
分
自
身
が
世
界
観
を
広
げ

る
だ
け
で
な
く
、他
の
人
に
も
影
響
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
、内
面
も
養
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
生
き
る
基
礎
を
学
ぶ
研
修
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励

し
た
。
ま
た
主
催
者
代
表
挨
拶
と
し
て
金

子
金
属
労
協
議
長
が
挨
拶
に
立
ち
、労
働
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
歴
史
を
踏
ま
え

な
が
ら「
課
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
楽
し
む
こ

と
も
大
切
。
ぜ
ひ
、充
実
し
た
17
日
間
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た
。

第
56
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
査

終
了
し
た
。

め
ざ
す
べ
き
教
育

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
め
ざ

す
べ
き
教
育
の
第
１
番
目
は
主
体
的
・
応
答

的
な
人
間
の
育
成
。
２
番
目
は
経
営
者
と

対
応
に
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
イ
エ
ス
・
ノ
ー

を
言
え
る
組
合
指
導
者
の
養
成
。
３
番
目

に
は
、
全
人
格
的
な
人
間
形
成
。
そ
の
た
め

に
４
本
の
柱
に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
４
番
目
は
、
リ
ズ
ム
の

あ
る
生
活
を
と
も
に
し
た
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
。
２
週
間
半
、
完
全
合
宿
の
中
で
共
に
語

り
、
共
に
学
び
、
共
に
遊
ぶ
と
い
う
伝
統
が

半
世
紀
以
上
た
っ
た
今
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
講
義
は
、労
働
組
合
の
歴
史
か
ら
始

ま
り
、国
際
労
働
運
動
、労
働
法
、労
使
関
係

論
、
労
働
経
済
論
な
ど
の
座
学
に
加
え
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ

た
組
合
戦
略
づ
く
り
や
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
活
用
で
き
る
統
計
学
な
ど
も
実
施
し
て

　

来
賓
の
厚
生
労
働
省
・
原
口
政
策
統
括

官
か
ら
は「
今
、労
使
交
渉
の
重
要
性
と
労

働
組
合
の
役
割
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い

る
。
皆
さ
ん
に
は
労
働
界
の
け
ん
引
役
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
さ
れ
た
。
次
に
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
・
嶋
本
代
表
が
受
講
生
を
激
励
し
た
。

最
後
に
受
講
生
を
代
表
し
て
全
矢
崎
労
働

組
合
島
田
支
部
執
行
委
員
長
・
前
川
考
司

さ
ん
が
受
講
生
宣
誓
を
行
い
、
開
校
式
を

2
0
2
5
年
10
月
16
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
第
56
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。

「
時
代
の
求
め
る
労
働
組
合
の
役
割
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
４
本
の
柱
に
基
づ
く
全
人
格
的
教
育
を
め
ざ
し
て
26
名（
う
ち
女
性
３
名
）が
受
講
し
、
研
鑽
に
励
ん
だ
。

い
る
。
さ
ら
に
、
坐
禅
や
お
茶
室
体
験
な
ど

日
本
固
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
触
れ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
地
の
利
を
活
か
し
た
「
鞍
馬
山

散
策
」
も
実
施
。
鞍
馬
山
の
自
然
に
触
れ

な
が
ら
、
受
講
生
同
士
の
会
話
も
弾
む
な

ど
、よ
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
と
な
っ
た
。

＊
４
本
の
柱

１ 

『
縦
』

－

自
分
の
立
つ
歴
史
的
背
景

を
学
ぶ

２ 

『
点
』

－

自
分
の
立
っ
て
い
る
場
に

つ
い
て
学
ぶ

３ 

『
横
』

－

自
分
の
住
む
世
界
の
広
が

り
に
つ
い
て
学
ぶ

４ 

『
深
』

－

自
分
の
生
き
る
基
礎
に
つ

い
て
学
ぶ

受講生宣誓を行う受講生代表

　

ま
た
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
討
議
に
も
重
点

を
置
い
て
い
る
。
労
働
組
合
・
職
場
の
課
題

を
指
導
教
授
や
受
講
生
同
士
で
討
議
を
重

ね
な
が
ら
解
決
案
を
探
求
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
４
回
に
わ
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モ
ル
ッ
ク
＆
ア
ジ
ャ
タ
で

朝
か
ら
白
熱

　

コ
ー
ス
で
は
、
受
講
生
が
主
体
的
に
運
営

に
あ
た
る
。
朝
も
、
各
ゼ
ミ
か
ら
１
名
選
出

し
た
ラ
ジ
オ
体
操
委
員
５
名
が
、
朝
の
体

操
〜
散
歩
ま
た
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企

画・運
営
す
る
。
例
年
、ラ
ジ
オ
体
操
の
後
は

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
周
辺
を
散
歩
す
る
の
が
定

番
だ
が
、今
年
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
モ
ル
ッ
ク
。
各
ゼ
ミ
２
班
に
分
か

れ
て
総
当
た
り
対
抗
戦
。
モ
ル
ッ
ク
と
い
う

木
の
棒
を
投
げ
、
数
字
が
書
か
れ
た
ス
キ
ッ

ト
ル
と
い
う
木
の
ピ
ン
を
倒
し
、倒
し
た
本

数
や
ス
キ
ッ
ト
ル
の
数
字
の
合
計
点
が
50

点
に
な
る
ま
で
競
い
合
う
。
ち
ょ
う
ど
50

点
に
す
る
た
め
に
は
何
点
の
ス
キ
ッ
ト
ル

を
倒
せ
ば
い
い
の
か
、頭
の
中
で
計
算
し
な

が
ら
、
お
互
い
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
朝

か
ら
白
熱
し
た
対
戦
と
な
っ
た
。

　

次
の
週
は
、
ア
ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）。
た
か

が
玉
入
れ
、
さ
れ
ど
玉
入
れ
。
か
ご
に
玉
を

入
れ
よ
う
と
し
て
も
届
か
な
か
っ
た
り
、
横

に
そ
れ
た
り
…
。
時
間
内
に
全
部
入
ら
な
い

グ
ル
ー
プ
も
。
皆
、
童
心
に
返
っ
て
ア
ジ
ャ

タ
を
楽
し
ん
だ
。

特
別
講
演

　

特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」
で
は
経
営
者

の
方
に
、経
営
哲
学
、人
生
観
、次
世
代
へ
の

提
言
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
回
は
、矢
崎
総
業
株
式

会
社
・
矢
﨑
陸
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
、会

社
概
要
、
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
よ
る
多
角
化
へ
の
挑
戦
な
ど
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
労

使
の
歩
み
や
、
社
是
で
あ
る「
世
界
と
と
も

に
あ
る
企
業
」「
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
」
の
実
践
事
例
と
し
て
、
従
業
員
子
女

た
り
討
議
を
重
ね
、
最
後
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご

と
に
発
表
を
行
い
、
成
果
を
共
有
し
あ
っ

た
。
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ
は
次
の
と

お
り

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ

○
香
川
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
世
界
』

－

国
境

を
超
え
る
働
き
手
た
ち
～
技
能
実
習
制

度
と
海
外
勤
務
制
度
の
運
用
状
況
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
～

○
石
田
ゼ
ミ『
労
働
組
合
と
職
場
』
～
労
働

組
合
と
職
場
に
つ
い
て
考
え
る
～

○
中
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
社
会
』
～
仕
事

と
処
遇 

納
得
性
の
あ
る
給
与
水
準

○
上
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
企
業
』

－

誰
も

取
り
残
さ
な
い
た
め
に
～
労
働
組
合
だ

か
ら
で
き
る
人
材
形
成
と
は
～

○
寺
井
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
働
き
方
』

－

現

代
の“
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
”
が

抱
え
る
問
題
を『
制
度
面
』
と『
運
用
面
』

か
ら
考
え
る

を
対
象
と
し
た
国
内
外
で
の
人
材
育
成
の

取
り
組
み
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。

討
論
会
と
特
別
討
論
会

　

情
報
交
換
・
討
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
受
講
生
だ
け
で
行
う
「
討
論
会
」
と
、

金
属
労
協
三
役
と
討
議
す
る
「
特
別
討
論

会
～
三
役
と
語
ろ
う
」
を
実
施
し
て
い
る
。

討
論
会
で
は
、「
組
合
員
が
参
画
し
た
く
な

る
組
合
イ
ベ
ン
ト
と
は
」「
組
合
員
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
職
場
と
は
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
再
構
築
、
人
・
組
織
を
つ
な
げ
る

取
り
組
み
と
は
」
な
ど
日
ご
ろ
抱
え
て
い

る
悩
み
や
課
題
な
ど
、
時
を
忘
れ
て
議
論

し
た
。
特
別
討
論
会
で
は
、
討
論
会
委
員

を
中
心
に
決
め
た
「
組
合
と
政
治
の
か
か

わ
り
方
」「
女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
」

「
60
歳
以
降
の
就
労
の
あ
り
方
」「
次
世
代

ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
教
育
に
つ
い
て
、

求
め
ら
れ
る
資
質
／
能
力
と
は
」「
25
年
春

闘
の
振
り
返
り
と
26
年
春
闘
に
向
け
て
」

な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
三
役
と

本
音
で
語
り
合
っ
た
。受
講
生
か
ら
は
、「
産

別
の
ト
ッ
プ
と
話
す
機
会
を
得
ら
れ
、
勉

強
に
な
っ
た
」「
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う

け
て
組
合
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
っ
た
」
と
大
好
評
。
次
回
以
降
も
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
決
定
し
た
。

寺井ゼミ

上田ゼミ

中田ゼミ

石田ゼミ

香川ゼミ
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閉
校
式

－

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら

　

2
0
2
5
年
11
月
１
日
（
土
）
朝
か
ら

出
発（
た
び
だ
ち
）の
集
い
を
行
い
、
受
講

生
一
人
ひ
と
り
、
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。

そ
の
後
、
閉
校
式
を
行
っ
た
。
式
辞
と
し

て
香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

が
「
職
場
に
戻
っ
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
労
働
組
合
活
動
を
リ
ー
ド
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
、
26
名
全

員
に
修
了
証
書
を
授
与
し
た
。
主
催
者
代

表
挨
拶
と
し
て
梅
田
利
也
金
属
労
協
事
務

局
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
自
分
自
身
を
見
つ

め
な
お
す
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
が
、

労
働
組
合
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

そ
の
労
働
組
合
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
は

こ
こ
に
い
る
一
人
ひ
と
り
。
ぜ
ひ
、
そ
の

気
概
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
後
に
続
く
後
輩
に
も
そ
の
思

い
を
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
そ
の
後
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
講

師
の
石
田
光
男
副
校
長
（
同
志
社
大
学
名

誉
教
授
）、
中
田
喜
文
運
営
委
員
（
京
都
女

子
大
学
教
授
）、
上
田
眞
士
運
営
委
員
（
同

志
社
大
学
教
授
）、寺
井
基
博
運
営
委
員（
同

志
社
大
学
教
授
）
が
修
了
生
を
激
励
し
た
。

受
講
生
代
表
と
し
て
の
答
辞
で
は
、
第
56

回
級
長
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ア
プ
ラ
イ
ア
ン

実行委員会
各ゼミナールから班長を１名互選し、計５名で実行委員会を編成、実行
委員会の中から１名級長を互選する。コースは受講生の主体的な運営
を基本とし、実行委員会がその中心となる。実行委員は次のとおり。

級　長：	 河﨑 未来（パナソニックアプライアンスユニオン
	 くらしアプライアンス支部副支部執行委員長、香川ゼミ班長）
副級長：	 森山　徹（パナソニックエアコン・コールドチェーンユニオン
	 空質空調支部事務局長、石田ゼミ班長）
	 岸本 拓己（三菱重工労働組合中央執行委員、中田ゼミ班長）
	 網倉 亜衣（SUBARU労働組合常任執行委員、上田ゼミ班長）
	 松本 裕太郎（パナソニックエレクトリックワークス労働組合
	 マーケティング支部書記長、寺井ゼミ班長）

ス
ユ
ニ
オ
ン
く
ら
し
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
支

部
副
支
部
執
行
委
員
長
・
河
﨑
未
来
さ
ん

が
ゼ
ミ
毎
の
２
週
間
半
の
思
い
出
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、「
こ
こ
で
出
会
っ
た
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
強
く

結
ば
れ
た
友
情
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
『
今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
』
を
考
え

行
動
し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
「
卒
業
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、

閉
校
式
を
終
え
た
。

次
回
、
第
57
回
開
催
へ

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
（
旧
西
日

本
）
の
修
了
生
は
通
算
1
8
9
6
名
、
旧

東
日
本
コ
ー
ス（
第
１
～
40
回
）の
9
3
9

名
と
合
わ
せ
て
、
2
8
3
5
名
と
な
っ
た
。

　

次
回
、
第
57
回
コ
ー
ス
は
2
0
2
6
年

10
月
15
日（
木
）～
31
日
（
土
）の
日
程
で
開

催
す
る
。
受
講
生
が
充
実
し
た
17
日
間
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

図
り
た
い
。

修
了
し
て
も
友
情
は
続
く

－

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　

2
0
2
5
年
８
月
８
日
（
金
）、
昨
年
に

引
き
続
き
第
54
回
コ
ー
ス
の
第
２
回
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
が
修
了
生
７
名
参
加

の
も
と
、
小
田
原
で
開
催
さ
れ
た
。
研
修

会
に
は
金
子
金
属
労
協
議
長
も
出
席
。
所

属
す
る
組
合
は
違
え
ど
も
、
悩
み
や
課
題

は
同
じ
。
前
回
以
降
、
１
年
間
の
労
働
組

合
活
動
や
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

寝
食
・
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
だ
か
ら

こ
そ
本
音
で
話
し
合
え
る
、
そ
ん
な
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
第
55
回
・
第
56
回

修
了
生
も
計

画
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

良
き
伝
統
が

後
輩
へ
引
き

継
が
れ
て
い

る
。

1

2
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3

5 6

1:まじめに講義受けてます「労働法」　2:ヤッ
ター！ナイスショット！（モルック）  3:交渉
はうまくいってる？（グループ形成ゲーム）
4:坐禅で精神統一中　5:BBQで英気を養い
ました　6:鞍馬山散策でリフレッシュ！  

第
54
回
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会



35   JCM  2026  Winter

　2025年10月16日、曇り空の下、関西セミナーハウスにて第56
回労働リーダーシップコースの開校式が執り行われました。
各産別組織から総勢26名の労働組合役員が集まり、11月１
日までの17日間にわたり寝食を共にしながら学び合う、極め
て貴重な機会となりました。
　初日、開校式の後の開校講演の中で、JCM金子議長より『世
界の情勢を知る（横軸）こと、歴史を知る（縦軸）ことの重要性』
が示され、今後リーダーとして求められる視座の高さを改め
て認識しました。緊張感漂う中、級長選出の場面では立候補
させていただき、第56回労働リーダーシップコースの級長を
務めることになりました。至らぬ点も多かったと思いますが、
班長やメンバーの協力に支えられ、最後まで役割を果たす事
が出来ました。
　研修内容は、どれもレベルが高く決して容易ではありませ
んでしたが、労働組合役員として不可欠な知識・視点を仲間
と学び合い・教え合いながら取り組む事が出来ました。研修

プログラムには比叡山登山や鞍馬山散策といった体力を試さ
れる場面もあり、自然の中での学びや交流は新たな気づきを
もたらし、絆を深める機会となりました。これは、56期生に
しか理解できない内容ではありますが、比叡山登山では「守破
離」の語源について金子議長から学ぶ場面がありましたが、
ちょっとした勘違いから、後に珍事が起こった事で笑いを誘
い、「守破離」のおかげで仲間との距離をさらに縮める事が
出来たのは、私たちにとって良い思い出になりました。
　振り返れば、あっという間の17日間でしたが、一生心に残る
濃密な人間関係を築くことが出来ました。改めてJCM事務
局・関西セミナーハウススタッフの皆様、そしてこの研修に送
り出してくれた組織、ならびに本研修中、苦楽を共にした56期
生の仲間に心より感謝申し上げます。今回の出会いを大切に、
今後も組織を牽引できるリーダーをめざし、日々精進してま
いりましょう。本当にありがとうございました！

第56回労働リーダーシップコースに参加して

　今回は参加者が26名と少なかったせいか、まとまりのある労働リーダーシップコースとなった。朝の体操の時
にゲームをやったり、交流会では曲名あてゲームを全員で楽しんだ。例年通り、受講生のコミュニケーション能力
の高さが発揮されてスムーズな運営がなされた。ゼミナールも最後の発表会に向けて取り組み、実りある成果を
出すことができた。
　17日間同じ釜の飯を食べて、受講生同士の交流を深めることができたことが成果をまとめることに寄与してい
る。さらにこのコースの運営を支援していただいた人々の働きにも感謝しなければならない。金属労協は主催
者側なので当然ではあるが、東京と京都を何度も往復されて、このコースに心配りをされていたし、関西セミナー
ハウスの職員の方々、宿舎の清掃担当者、食事を提供してくれる厨房の担当者、お茶の先生、座禅指導のお坊さん、
京都らしさを演出してくださった篠笛奏者夫妻、このコース始まって以来、閉校式で最後に歌われてきた「卒業の
歌」のピアノ伴奏者、最後の記念撮影をお願いしている写真屋さん等々にはお世話になっている。校長になって
10年がたち、あらためてこの場で、お世話になった方々に感謝申し上げます。受講生を送り出している組合から
は大量の差し入れがあり、受講生の胃袋を満たしたことでしょう。校長もお裾分けをいただきました。ありがと
うございました。とにかく全員事故なく無事に閉校式を迎えることができたことは喜ばしいことです。今後受講
生がそれぞれの場で活躍されることを望むばかりです。

労働リーダーシップコース校長
神戸大学・大阪女学院大学名誉教授

香川 孝三

第56回 労働リーダーシップコースを振り返って

第56回労働リーダーシップコース級長
パナソニックアプライアンスユニオン
くらしアプライアンス支部副支部執行委員長 河﨑 未来


